
user
テキストボックス
 資料６

user
ハイライト表示

user
ハイライト表示

user
タイプライターテキスト
※令和５年10月４日 厚生労働省「第９回歯科医療提供体制等に関する検討会」資料より



山形県健康長寿推進協議会設置要綱 

 

（趣旨） 

第１条 健康長寿日本一を目指し、県民一人ひとりが家庭や働く場等あらゆる生活の

場において、生涯にわたって、健やかで心豊かに暮らすことのできる地域社会の実

現を図るため、山形県健康長寿推進協議会（以下「協議会」 という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) 健康やまがた安心プランの進捗管理に関すること。 

(2) 県民の生涯を通じた健康づくりに関すること。 

(3) 県民の健康寿命を延ばすための取組みに関すること。 

(4) 地域保健と職域保健の連携による健康づくりに関すること。 

(5) 健康増進に功績のあったものに対する表彰に関すること。 

(6) その他健康長寿日本一の実現のために必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者のうちから知事が委嘱する委員 20名以内で組織する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 保健医療関係者 

 (3) 地域保健関係者 

 (4) 職域保健関係者 

 (5) その他知事が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第４条 協議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 協議会の会議は、会長が必要に応じて召集し、会長が議長となる。 

２ 委員が会議に出席できない場合は、会長は、代理の者の出席を認めることができ

る。 

３  会長は、必要と認めるときは、会議に委員以外の者を出席させることができる。 

（委員会等） 

第６条 協議会に、必要に応じ、特定の事項について調査検討させるために、委員会

等を置くことができる。 

（幹事会） 

第７条 協議会の円滑な運営を図るため、幹事会を置く。 

２ 幹事会は、山形県健康福祉部各課長及び防災くらし安心部消防救急課長の職にあ

る者をもって構成する。 

３ 幹事長は山形県健康福祉部がん対策・健康長寿日本一推進課長の職にある者をも

って充てる。 

４ 幹事会は、幹事長が招集し、幹事長が議長となる。 

５ 幹事会に、個別の事項を検討するために幹事長が必要と認めたときは、検討会を

置くことができる。 
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（事務局） 

第８条 協議会等の事務を処理するため、事務局を山形県健康福祉部がん対策・健康

長寿日本一推進課に置く。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 25 年６月 13 日から施行する。 

この要綱は、平成 30 年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 



山形県健康長寿推進協議会歯科口腔保健委員会運営要領（案） 

 

（目的） 

第１条 山形県健康長寿推進協議会（以下「協議会」という。）は、山形県健康長寿推進協

議会設置要綱（以下、「要綱」という。）第６条に基づき、協議会に歯科口腔保健委員会

（以下「委員会」という。）を置き、「健康やまがた安心プラン」第６章（山形県歯科口

腔保健計画）に掲げる施策の立案及び推進に必要な調査検討を行うものとする。 

 

（役割） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）山形県歯科口腔保健計画に係る施策の立案及び推進に必要な調査検討に関すること 

（２）その他、本県の歯科口腔保健の推進に関すること 

 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者のうち知事が委嘱する委員 10 名以内をもって組織する。 

（１）歯科口腔保健分野の学識経験者 

（２）歯科口腔保健関係者 

（３）医療関係者 

（４）福祉・介護関係者 

（５）リハビリテーション関係者 

（６）その他知事が必要と認める者 

２ 委員の任期は、委嘱の日から要綱第３条第２項に定める協議会委員の任期の満了日ま

でとする。委員が欠けた場合における補欠の委員の任期もまた同様とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会には、委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。  

 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が必要に応じて、もしくは、協議会会長の指示を受けて招集し、

委員長が議長となる。  

２ 委員が会議に出席できない場合は、委員長は、代理の者の出席を認めることができる。 

３ 委員長は、必要と認めるときは、委員会に委員以外の者を出席させることができる。 
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（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、山形県健康福祉部がん対策・健康長寿日本一推進課内に置き、

委員会の庶務を処理する。 

２ 委員会の事務局長は、山形県健康福祉部がん対策・健康長寿日本一推進課長とする。 

 

（その他） 

第７条 この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項については、協議

会の会長が別に定めるものとする。 

 

附 則 

 この要領は、令和６年３月 日から施行する。 


